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第 364 回 東京大学図書行政商議会議事要旨 
 

 日  時  平成 15 年 2 月 21 日（金） 15:00～16:40 
 場  所  総合図書館３階 大会議室 
 出 席 者  ＜委員長＞廣渡清吾 
       ＜委 員＞西川洋一、大江和彦(代)、大方潤一郎、長島弘明(代)、上野川修一、廣田 功、 
       竹内信夫、土方苑子、新井洋由、河東泰之、佐久間一郎、小柳義夫、山内祐平、 
       古田隆久(代)、瀬野徹三、尾崎文昭、田中信行、吉見俊哉、野城智也、保立道久、 
       多羽田哲也、関口真木(代)、八木健彦、渡邊良朗、橋本毅彦(代) 
       ＜ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ＞大矢禎一、根本 彰             ※(代)は代理出席者 
 列 席 者  平元健史、星野雅英、森 生也、竜野紀直、栃谷泰文、大浪美雪、西島信子、二宮一郎、 
       木村 博、吉村悦子、高杉泰穂、高嶋秀介、藤吉法子、山下智久、高橋 努、高橋博行、 
 配布資料  1．附属図書館中期目標･中期計画(第ニ次案) 

       2．附属図書館中期目標･中期計画(第ニ次ﾜｰｸｼｰﾄ案)  

       3．附属図書館中期目標･中期計画 各部局の特記事項(第一次案) 

       4．附属図書館中期目標･中期計画 参考資料(第一次案) 

       5．ヒアリング調査分担表 

       6．第 2.3.4 回附属図書館法人化準備 WG 議事次第 

       7．附属図書館ﾌﾛﾝﾃｨｱ･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ(仮称)の位置付け･性格付け 

       8．附属図書館ﾌﾛﾝﾃｨｱ･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ(仮称)の運営体制及び組織等について 

       9．第 1.2.3 回柏新図書館連絡協議会議事次第 

       10．第 4回サービス特別委員会関係資料  

      11．附属図書館ﾌﾛﾝﾃｨｱ･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ(仮称)建築図面(案)  

   
 ＜開 会＞ 
 廣渡委員長の主宰のもとに開会 
 議事に先立ち代理出席者の紹介があった。 
 続いて、平元総務課長から配布資料の確認があった。 
 
 ＜議 事＞ 
１．第 363 回議事録の確定 
  廣渡委員長から、前回(第 363 回)の議事要旨について、各商議員に電子メールで案を送付したとこ 
 ろ、異議の申し出が無かったので案のとおり確定し、ホームページで公開した旨報告があった。 
２．協議事項 
 (1) 附属図書館中期目標･中期計画(第ニ次案)の提出について 
   廣渡委員長から、中期目標･中期計画第ニ次案の作成経過及び内容について、以下の報告があった。 
  ①第二次法人化準備 wg を、12/5、12/25、1/15 に開催し、第一次案に更なる検討を加えた。 
  ②部局ﾋｱﾘﾝｸﾞを、12/20、12/25、1/9、1/15 に実施し、部局図書館･室に係る計画を第二次案に取り 
  込んだ。 
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  ③最終的に資料 1.2.3.4 が出来あがり、資料 2.3.4 を期限(2/14)までに事務局へ提出した。また、提 
  出の際、本商議会で変更が生じた場合は差し替えをする了解を得ている。 
  ④資料 1 は、今後の附属図書館の中期的なあり方を示す文書として策定し、附属図書館で保有して 
  おくためのものである。 
    つづいて、廣渡委員長から、資料 1 にもとづき、第一次案の修正箇所についての詳細説明及び資 
  料 2.3.4 の各文書が持つ意義･目的等について説明があった。 
   以上の報告･説明の後、廣渡委員長から、第二次案(資料 1.2.3.4)について諮られ了承された。 
   併せて、新しい制度の提案について、その具体化を検討するため、年度内に法人化準備 wg をもう 
  一度開催し、第二次案に付随する文書を作成したい旨発言があった。 
  (2) 附属図書館ﾌﾛﾝﾃｨｱ･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ(仮称)の位置付け･性格付けについて 
   廣渡委員長から、柏図書館の要求経緯について説明があった後、本年度の補正予算で認められ、 
  年度内に着工することになった旨報告があった。つづいて、柏新図書館連絡協議会においてまとめ 
  た、資料 7 にもとづき、ﾌﾛﾝﾃｨｱ･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ(仮称)の位置付け･性格付けについて説明があった。 
   更に、平元総務課長から、柏新図書館連絡協議会において検討され基本的に合意されたﾌﾛﾝﾃｨｱ･ 
  ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ(仮称)の運営体制及び組織等の方針について、資料 8 にもとづき、具体的説明があった。 
   以上の説明の後、廣渡委員長から、今後、資料 8 の方針で進めていくことについて諮られ了承さ 
  れた。なお、関係部局の状況を十分に考慮して、慎重に協議し進めてほしい等の意見があった。 
 
４．報告事項 
 (1) 附属図書館中期目標･中期計画(第ニ次案)作成の経過報告について 
   協議事項で併せて報告したので省略した。 
 (2) 第４回ｻｰﾋﾞｽ特別委員会報告について 
   小柳委員長から、資料 10 にもとづき、第４回ｻｰﾋﾞｽ特別委員会の報告があった。併せて、電子ｼﾞ 
  ｬｰﾅﾙの経費負担方法について、ｱﾝｹｰﾄの結果を踏まえた考え方が示され、商議会で意見をいただい 
  たうえで、次回のｻｰﾋﾞｽ特別委員会で検討し取りまとめたうえで、次回の商議会に諮りたい旨発言 
   があった。 
 (3) 附属図書館ﾌﾛﾝﾃｨｱ･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ(仮称)の建築について 
   大矢館長補佐から、岸田研究開発室員が作成したﾌﾛﾝﾃｨｱ･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ(仮称)の建築図面(案)にもとづ 
  き、建物･設備等の説明及びこれまでの検討経過について報告があった。 
 (4) 次期附属図書館長の指名について 
   廣渡委員長から、次期館長が、2 月 18 日開催の評議会において、総長から工学系研究科の小宮山 
  教授が指名され承認された旨報告があった。 
５．その他 
  廣渡委員長から、国立大学法人化の動き、特に、法人化法案の概要及び附属図書館の法的地位につ 
 いて報告があった。 
 ＜閉 会＞ 
 


